
　おじいちゃんと一緒に相撲を観るのが大好き
な真子ちゃん。一押しの関取は炎鵬です。ネ
ギが少し苦手ですが、大好きな苺は、大事に
抱え込んで１パックをペロリと食べます。保育
園にも元気いっぱいで通っています。お母さん
の影響で音楽も大好きでよく歌って踊ります。
将来の夢は「相撲取りになりたい！ 」という真
子ちゃん。ご両親は「自由奔放に育ってほし
い」と笑って話してくれました。

　土居さんの娘さんが山で見つけた雑種のコ
コ君。お散歩が大好きで朝はお父さん、夕方
はお母さんも一緒になって近所へ散歩に行き
ます。人が大好きで、特に女の人や犬好きの
人にはブンブン尻尾を振って甘えます。大人し
くて穏やかなココ君ですが、出張帰りのお父さ
んに久しぶりに会えた時は前足を震わせて喜
んだそうで、その姿には家族もびっくり！  土居
さん宅が育てている洋蘭が黒い毛並みに映え
て綺麗ですね！

大人しいけど甘えん坊
飼い主：土居 孝世さん
ペット：ココ君（５）

好きなことだから続けられた
小松 フキ子さん（85）

　ＪＡを退職後、女性部活動を通じて郷土料理に関
心を持ちました。自身の料理好きも高じて、自ら調理
したお惣菜やお菓子（おかき・あられ等）を町内外の
良心市やスーパーに出荷しています。現在は息子さん
のお手伝いもあり、助かっています。小松さんは「何
よりもお客様からの『美味しかった』が嬉しい。好きな
ことだから25年間続けられた」と話します。今後も元
気が続く限り、生涯現役をモットーに頑張ります！

大田口支所管内より

日章支所
管内より

十市
支所
管内
より

将来の夢はお相撲さん！
北村 真子ちゃん（３）

　前職は運送業で大型トレーラーを運転していたとい
う太田さん。四万十町の担い手育成センターで実習
を受けた後、トマト栽培の実地研修を通して現在ミニト
マトを栽培しています。農業の傍ら、地元の消防団活
動を行うなど住民との交流も大切にしています。自身
で６アールのハウスを建て、作付面積をさらに増やそ
うと意欲的です。「農業はやりがいがあって面白い」と
話す太田さんは、冬場にユズの出荷も考えているそう
です。どんどん挑戦してほしいですね！

やりがいがあって面白い
太田 剛さん（42）

大田口支所管内より

おお  た  たけし

長岡支所管内より

　塩からあげ発祥の店「田野屋鶏旦那」の代表・美
島さん。昔からからあげが大好きで、いつか自分の店
を持つという目標通り、６年前に南国市に「鶏旦那」
をオープン。田野町の塩と十勝のでんぷん、香川の
醤油など全国から材料を選び抜いて作っています。一
昨年はからあげグランプリで金賞を受賞。今年１月に
は２号店を長岡温泉敷地内にオープンさせ、300円で
お腹がいっぱいになる「からあげ弁当」に注目が集
まっています。今後は東京や海外へと規模を広げ、か
らあげを味わってもらいたいそうです。

こ  まつ   ふ  き   こ

からあげ愛が止まらない
美島 弘和さん（41）
み　しま　ひろかず

きた むら　 ま   こ

ど    い   こうせい

えんほう



土長地区版

南国市地域

南国市地域

れいほく地域

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

れいほく寺子屋で自分磨き

伝統料理で交流

　

南
国
市
の
日
章
改
善
セ
ン
タ
ー
で

２
月
４
日
、
食
と
農
の
大
切
さ
や
、

地
域
に
伝
わ
る
伝
統
食
の
素
晴
ら
し

さ
な
ど
を
伝
え
る
「
家
庭
料
理
講
習

会
」
を
開
き
ま
し
た
。
女
性
部
南
国

市
地
区
が
主
催
で
地
域
住
民
ら
18
人

が
参
加
し
、
家
庭
料
理
の
味
と
技
を

伝
授
し
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
る
の
は
家
庭
料
理
の

プ
ロ
で
あ
る
女
性
部
員
。
第
７
回
目

と
な
る
今
回
は
、「
巻
き
ず
し
」「
豚

の
角
煮
」「
ハ
ラ
ン
の
切
り
方
」
な
ど

計
４
品
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
ポ
イ
ン
ト
の
説
明

は
あ
る
も
の
の
、
調
理
を
し
な
が
ら

教
わ
る
「
誰
が
生
徒
か
先
生
か
」
ス

タ
イ
ル
。
巻
き
寿
司
は
、
講
師
の

「
も
っ
と
き
つ
く
押
さ
え
て
丸
め
ん

と
い
か
ん
」
の
教
え
と
共
に
、
参
加

者
が
苦
戦
し
な
が
ら
挑
戦
し
ま
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
料
理
は
皿
鉢
に

盛
り
付
け
、
最
後
は
み
ん
な
で
試
食

を
し
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

　

一
般
の
参
加
者
ら
は
「
女
性
部
の
パ

ワ
ー
に
び
っ
く
り
。
早
速
習
っ
た
方
法

で
巻
き
寿
司
を
作
っ
て
み
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
す
。
そ
の
他
、
セ
ロ
リ
漬

け
や
コ
ー
ヒ
ー
味
の
ゼ
リ
ー
な
ど
、
部

員
が
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
っ
た
料
理
も

食
べ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

女
性
部
れ
い
ほ
く
地
区
は
２
月
15

日
、「
第
12
回
れ
い
ほ
く
寺
子
屋
」

を
開
き
、
部
員
や
地
域
の
女
性
が

約
50
人
参
加
し
ま
し
た
。

　

れ
い
ほ
く
寺
子
屋
は
、
管
内
に

住
む
女
性
が
Ｊ
Ａ
を
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
生
活
全
般
に
つ
い
て
学
習

し
、
明
る
く
豊
か
に
な
れ
る
よ
う

な
自
分
磨
き
が
で
き
る
場
と
な
る

こ
と
を
目
的
に
、
６
年
前
よ
り
年

２
回
ペ
ー
ス
で
開
い
て
い
ま
す
。

　

午
前
の
部
は
、
株
式
会
社
高
知

前
川
種
苗
の
松
元
克
俊
さ
ん
、
小

笠
原
広
幸
さ
ん
を
講
師
に
招
き
「
野

菜
作
り
で
小
遣
い
稼
ぎ
」
と
題
し

て
、
直
販
所
で
よ
く
売
れ
る
人
気

野
菜
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
続

い
て
直
販
所
へ
の
出
荷
方
法
に
つ

い
て
、
れ
い
ほ
く
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
の
中
岡
営
農
指
導
員
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
午
後
の
部
は
、

土
佐
町
在
住
で
、
県
内
外
で
講
演
・

演
奏
活
動
を
行
う
音
楽
癒
法
士
の

鈴
木
琴
栄
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
音

楽
療
法
を
知
ろ
う
！
ミ
ニ
演
奏
会
」

を
実
施
。
参
加
者
は
鈴
木
さ
ん
の

講
演
や
ピ
ア
ノ
演
奏
を
聴
く
な
ど

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

れいほく園芸部 令和元年度通常総会

　

２
月
21
日
、
れ
い
ほ
く
園
芸
部
は
令
和

元
年
度
通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
当
日

は
部
員
や
県
内
外
市
場
関
係
者
、
県
町
村

関
係
団
体
な
ど
合
わ
せ
て
48
人
が
参
加
。

令
和
元
年
度
の
活
動
報
告
や
２
年
度
の
事

業
計
画
が
執
行
部
よ
り
報
告
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
前
に
は
、
嶺
北
地
域
園
芸
技
術
向

上
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
、
れ
い
ほ
く

農
業
改
良
普
及
所
よ
り
「
天
敵
タ
バ
コ
カ

ス
ミ
カ
メ
付
き
ク
レ
オ
メ
植
栽
で
の
天
敵

の
定
着
促
進
」
の
報
告
と
、
ア
リ
ス
タ
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
㈱
さ
ん
か
ら
「
夏
秋
栽

培
で
の
Ｉ
Ｐ
Ｍ 

〜
米
ナ
ス
で
の
現
地
試
験

を
例
に
〜
」
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
、

生
産
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

鳥獣供養祭

　

農
林
業
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
駆
除
し

た
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
供

養
が
２
月
27
日
、
久
礼
田
支
所
２
階
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
出
席
し
た
南
国
市
鳥
獣
被
害
対

策
協
議
会
の
会
員
や
市
、Ｊ
Ａ
職
員
ら
約
20

人
が
御
霊
の
供
養
と
今
後
の
被
害
減
少
を

祈
り
ま
し
た
。

　

昨
年
協
議
会
で
は
主
に
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ

な
ど
の
有
害
鳥
獣
約
1
5
0
頭
を
駆
除
。
近

年
の
傾
向
と
し
て
は
、
四
方
竹
や
タ
ケ
ノ

コ
、
水
稲
へ
の
被
害
が
目
立
ち
、
被
害
の
割

合
の
多
く
は
イ
ノ
シ
シ
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

供
養
祭
の
後
に
は
、
会
員
が
作
っ
た
豚
汁

な
ら
ぬ
イ
ノ
シ
シ
汁
を
振
る
ま
い
、
自
然
と

の
共
生
を
誓
い
ま
し
た
。

　

南
国
市
、
十
市
、
長
岡
の
園
芸
女
性

部
は
２
月
18
日
、
県
立
高
知
農
業
高
校

で
第
21
回
園
芸
野
菜
料
理
講
習
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

園
芸
女
性
部
で
は
毎
年
、
地
元
農
産

物
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
次
世

代
を
担
う
学
生
ら
を
対
象
に
講
習
会
を

開
き
、
地
域
食
材
の
消
費
拡
大
や
地
産

地
消
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
南
国
市
産
の
ニ
ラ
、
し
し
と

う
、
大
葉
な
ど
を
使
い
「
ニ
ラ
の
チ
ヂ

ミ
」
や
「
し
し
と
う
の
ベ
ー
コ
ン
巻
き
」

を
仕
上
げ
ま
し
た
。
最
後
は
全
員
で
試
食

し
、
生
徒
は
「
野
菜
か
ら
甘
み
が
出
て
お

い
し
い
」
と
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
れ
い
ほ
く
地
区
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は
２
月
24
日
、
香

川
県
に
あ
る
「
う
ど
ん
の
館
大
庄

屋
」
で
う
ど
ん
打
ち
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会

員
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
約
30
人
が

参
加
し
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
う

ど
ん
打
ち
と
包
丁
を
使
っ
て
切
る

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

「
普
段
で
き
な
い
こ
と
が
体
験
で

き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
に
っ
こ
り
。

仕
上
が
っ
た
う
ど
ん
は
真
空
パ
ッ

ク
し
、
各
自
自
宅
に
持
ち
帰
り
ま

し
た
。

園芸女性部と高校生料理講習会フレッシュミズ部会 うどん打ち体験

通常総会の様子供養祭に参列する協議会会員ら

女性部員と調理する高校生ら切ったうどんを持ってハイチーズ！

巻き寿司の巻き方を習う参加者ら

れいほく地域

南国市地域れいほく地域

鈴木さんの講演に耳を傾ける女性部員ら

振るまわれたイノシシ汁
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　GAPとは、①安全な農産物（食品安全）を、②環境に配慮しながら（環境保全）、③怪我や病気をすることなく生
産し続ける（労働安全）ための取組です。①～③の視点から日々の作業を振り返ることで、事故やクレームにつながる
リスクを発見し、改善につなげることができます。
　このコーナーでは、改善のヒントとなるようなGAPの実践事例を紹介していきます。

○
栽
培
期
間

　

定
植
時
期
は
８
月
下
旬
か
ら
11
月
下
旬
ま
で
、

収
穫
時
期
は
10
月
下
旬
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

11
月
定
植
の
栽
培
は
、
葉
色
を
良
く
す
る
た
め
に
収

穫
の
約
２
週
間
前
に
ト
ン
ネ
ル
被
覆
を
行
い
ま
す
。

○
種
子
準
備

　

葉
ニ
ン
ニ
ク
用
品
種
10
ア
ー
ル
当
た
り
約
１
０
０

㎏
準
備
し
ま
す
。
種
子
は
１
片
ず
つ
分
球
し
、
大
、

中
、
小
に
大
き
さ
を
そ
ろ
え
ま
す
。
選
別
し
た
種

子
片
は
、
ネ
ッ
ト
に
入
れ
て
植
付
け
前
に
１
昼
夜
流

水
に
漬
け
、
吸
水
さ
せ
ま
す
。
そ
の
際
、
種
子
が

浮
か
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　

種
子
予
冷
を
行
う
場
合
は
８
月
〜
９
月
上
旬
定

植
で
の
み
実
施
し
ま
す
。
予
冷
期
間
10
日
〜
15
日

程
度
を
目
安
と
し
、
予
冷
後
は
速
や
か
に
定
植
し

ま
す
。

○
定
植
準
備

　

粘
質
の
土
を
好
み
ま
す
が
、
排
水
は
確
保
し
ま

し
ょ
う
。
定
植
約
30
日
前
に
、
十
分
に
腐
熟
し
た

牛
ふ
ん
堆
肥
を
10
ア
ー
ル
当
た
り
１
〜
２
ト
ン
も
し

く
は
、
ケ
イ
フ
ン
を
10
ア
ー
ル
当
た
り
５
０
０
㎏
投

入
し
ま
す
。
堆
肥
が
多
い
ほ
ど
保
水
力
も
増
し
、

葉
先
枯
れ
な
ど
の
乾
燥
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
土
壌
のｐ
Ｈ
は
5.5
〜
6.5
に
な
る
よ
う
に
、
ア
ヅ

ミ
ン
苦
土
石
灰
を
入
れ
ま
す
。
施
肥
は
元
肥
主
体

で
緩
効
性
肥
料
を
用
い
、
窒
素
成
分
が
10
ア
ー
ル

当
た
り
40
㎏
に
な
る
よ
う
投
入
し
ま
す
。
ま
た
畝

幅
は
１
５
０㎝
、
畝
面
を
１
２
０㎝
と
し
ま
す
。

○
定
植
・
マ
ル
チ

　

充
実
し
た
株
を
得
る
た
め
に
密
植
を
避
け
、
植

付
け
間
隔
を
12
〜
15
㎝
に
し
ま
す
。
覆
土
は
リ
ン

片
頂
部
が
見
え
る
程
度
と
し
、
定
植
後
は
敷
き
ワ

ラ
、
も
し
く
は
、
こ
か
げ
マ
ル
チ
を
し
ま
す
。
植
付

け
か
ら
発
芽
ま
で
の
間
は
乾
燥
に
注
意
し
、
適
度

な
灌
水
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
８
月
下
旬

か
ら
９
月
上
旬
の
高
温
期
は
種
子
が
高
温
で
腐
敗

し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
の
で
地
温
が
上
が
り
す

ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

○
追
肥
・
収
穫

　

葉
が
15
㎝
く
ら
い
に
伸
び
た
頃
か
ら
生
育
を
み
な

が
ら
追
肥
を
行
い
ま
す
。
外
葉
が
退
色
し
始
め
た

ら
早
め
に
、
液
肥
も
し
く
は
葉
面
散
布
剤
を
施
用

し
て
下
さ
い
。
草
丈
が
45
㎝
以
上
に
な
れ
ば
引
き
抜

き
、
収
穫
を
始
め
ま
す
。 

○
除
草

　
４
月
中
旬
頃
、
暖
か
い
晴
天
日
を
選
ん
で
ト
ン
ネ
ル
を
一
部
ず

つ
め
く
り
な
が
ら
除
草
を
行
い
ま
す
。
雑
草
は
小
さ
い
う
ち
に
手

で
抜
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
雑
草
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
手
で
抜
か
ず
に
ハ
サ
ミ
等
で
茎
元
を
切
り
ま
す
。
無

理
に
抜
く
と
オ
ク
ラ
の
根
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。

○
ト
ン
ネ
ル
換
気
・
除
去

　

５
月
上
旬
の
風
の
な
い
日
を
目
安
に
行
い
ま
す
が
、
前
後
１
週

間
の
天
気
を
確
認
し
て
ト
ン
ネ
ル
除
去
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
換
気
が
遅
れ
る
と
徒
長
し
、
着
果
遅
れ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

○
防
除

　
ト
ン
ネ
ル
除
去
後
は
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
葉
枯
細
菌
病
の
発
生

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
圃
場
を
こ
ま
め
に
観
察
し
、
早
め
の
防
除

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
防
除
が
遅
れ
る
と
光
合
成
能
力
が
低
下

し
、
生
育
が
遅
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

○
追
肥

　

草
勢
を
み
な
が
ら
、
第
１
花
の
開
花
期
こ
ろ
か
ら
追
肥
を
始

め
て
く
だ
さ
い
。
開
花
・
着
果
の
頃
か
ら
草
勢
が
強
く
な
っ
て
き

ま
す
が
、
梅
雨
時
期
に
草
勢
が
落
ち
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
追
肥

を
適
宜
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
摘
葉
・
整
枝

　

葉
が
茂
り
す
ぎ
る
と
日
照
不
足
に

な
り
、
着
果
が
悪
く
な
り
ま
す
。
収

穫
節
位
か
ら
下
に
２
葉
を
残
し
摘
葉

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
草
勢
を
み

て
摘
葉
数
を
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

南
国
市
地
域
よ
り

南
国
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

営
農
指
導
課

０
８
８‐８
６
３‐２
４
１
５

れいほく地域より れいほく営農経済センター 営農販売課　0887－82－2803

地域資源を活用した
ごま葉枯病の軽減

GAP掲示板

～農薬の量は正確に量りましょう～

　近年の水稲栽培では、田植期や夏期の高温によって肥料の溶出が早くなり、ごま葉枯病の発生が多く、収量や品質が
低下しています。
　ごま葉枯病は、本田では葉と穂に発生し、葉では幼穂形成期(出穂20日前)頃から下葉に褐色楕円形の斑点が現れ、症
状がひどくなると上位葉にも病斑が発生して枯れ上がり、田全体が茶褐色に見えるようになります。そうなると、籾の充実が
悪くなり、減収や品質の低下をまねきます。本病害は、地力が少ないほ場での発生が多いため、根本的な解決策は土づく
りと施肥改善となります。以下の防除対策や、地域資源を上手に活用して、ごま葉枯病の軽減を目指しましょう。

　農薬を調製する際、薬剤の量に過不足が生じると、効果の低減や薬害
の発生につながる恐れがあるため、正確に計量できる器具を用いましょう。

対策①土壌改良：ケイカルや堆肥の投入
　　　 （例：ケイカル150～200kg/10a　※牛糞堆肥１～２t/10a）
　　　  ＊毎年施用する場合、土壌分析値などを参考に施用量を調整する。
対策②施肥の改善：分施（元肥+穂肥体系）、緩効性肥料の利用
対策③薬剤防除：ブラシン剤、アミスターエイトなど
※土佐町堆肥センタ―では、町内の家畜糞、おがくず、モミガラ、生ゴミなど
を発酵して良質な堆肥を作っています。堆肥に係る料金は、嶺北地域のグリー
ン店舗までお問い合わせください。

今月の
事例

葉の病斑

農
産
物
栽
培

講
習
会
の
ご
案
内

日
時
内
容

　

令
和
２
年
５
月
20
日
（
水
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
20
分

●
普
通
ナ
ス

　
　

13
時
30
分
〜
14
時

●
玉
ニ
ン
ニ
ク
・
葉
ニ
ン
ニ
ク

　
　

14
時
10
分
〜
14
時
40
分

●
生
産
履
歴
の
記
帳
方
法

　
　

14
時
50
分
〜
15
時
20
分

場
所

　

南
国
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
２
階

　
（
南
国
市
上
野
田
３
０
３‐１
）

講
師

　

J
A
営
農
指
導
員

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
５
月
19
日

（
火
）
ま
で
に
、
南
国
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
営
農
指
導
課

（
０
８
８‐８
６
３‐２
４
１
５
）

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
菜
園
向
け
初
心
者
対

象
の
講
習
会
と
し
て
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
直
販
等
に
出
荷

さ
れ
な
い
方
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

南国営農経済センター
営農指導課　竹内　啓

葉
ニ
ン
ニ
ク

栽
培
に

つ
い
て

ト
ン
ネ
ル

オ
ク
ラ
の

栽
培

南国営農経済センター
営農指導課　吉川　悠也

Good　Agricultural　Practice
GAP

（　良い　　　　　農業の　　　　　　実践　）

防除対策




